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 電磁クラッチ・ブレーキ 機種一覧

マイクロ励磁作動形クラッチ・ブレーキ

無励磁作動形ブレーキ

マイクロクラッチ

102

13

 P.268

電磁クラッチ・ブレーキ電源装置 無励磁ブレーキ用整流電源　DC45/90/180V

BES

 P.400

BEW

 P.404

BEH

 P.402

BXW(L・H・S) BXR(LE) BXL 457

BXW(R) BXR BXH 458

 P.350  P.354  P.360  P.372

 P.352  P.356  P.364  P.368

11

 P.269

33

 P.270

35

 P.271

31

 P.271

CYT

33M

 P.272

33B

 P.273

マイクロブレーキ

112

13

 P.274

12

 P.275

11

 P.275

15

 P.269

モデル

種類

シリーズ

タイプ

シリーズ

シリーズ

モデル

モデル

BEW(S)

 P.406
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETPブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

 電磁クラッチ・ブレーキ 機種一覧

電磁クラッチ・ブレーキユニット

励磁作動形クラッチ・ブレーキ

クラッチ ブレーキ

101 CS CSZ 111 BSZ

無励磁ブレーキ用整流電源　DC45/90/180V

BEM

 P.412

BEW(FH)

 P.410

BEM(T)

 P.414

電磁ツースクラッチ ブレーキモータ

546

 P.384

BMS·BMM

 P.390

13G

 P.282

33G

 P.284

13G

 P.286

35

 P.288

12

 P.289

15G

 P.283

35G

 P.285

12G

 P.287

11G

 P.283

31G

 P.285

11G

 P.287

 P.298

クラッチ・ブレーキ

 P.320

ダブルクラッチ・ブレーキ

 P.318

ダブルクラッチ

次ページで電磁クラッチ・ブレーキのモデル選定ができます。

シリーズシリーズ

モデル種類

BEW(W)

 P.408

電磁クラッチブレーキ-P254-343.indb   257 2021/07/01   8:56:57



258

電
磁
ク
ラ
ッ
チ
・
ブ
レ
ー
キ

ELECTROM
AGNETIC

CLUTCHES & BRAKES

三木プーリの電磁クラッチ・ブレーキは大きく分けると「励磁作動形クラッチ・ブレーキ」、「無励
磁作動形ブレーキ」、「電磁ツースクラッチ」、「ブレーキモータ」、「電源装置」に分かれています。

選定にあたっては、右ページの図表を参考に用途、必要トルク、性能、負荷の性質、駆動源など
を十分に確認のうえ、選定ください。詳細な選定方法は、各シリーズごとに記載の「選定手順」
を参照ください。

製品一覧

 選定ガイド

三木プーリ
電磁クラッチ・ブレーキ

無励磁作動形ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

マイクロ励磁クラッチ・ブレーキ

励磁クラッチ・ブレーキ

励磁作動形クラッチ・ブレーキ

クラッチ・ブレーキユニット
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETPブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

ブ
レ
ー
キ
モ
ー
タ

無
励
磁
作
動
形
ブ
レ
ー
キ

励
磁
作
動
形
ク
ラ
ッ
チ
・
ブ
レ
ー
キ

ク
ラ
ッ
チ
・
ブ
レ
ー
キ
ユ
ニ
ッ
ト

励
磁

マ
イ
ク
ロ
励
磁

トルク [N·m]

励磁作動形

保持・制動両用

保持用

制動用

無励磁作動形

ダブルクラッチ・
ブレーキ

ダブルクラッチ型

モータ・
減速機一体型

減速機一体型

モータ直結型

密閉型

開放型

防滴型

ブレーキ

ブレーキ

クラッチ

クラッチ

ツースクラッチ

125 [2.4-160 N·m]

122 [5-160 N·m]

BMM [2.5-50 N·m]
モータ出力 0.2-3.7kW

BMS [2-15 N·m]
モータ出力 0.2-1.5kW

546 [17.5-2200 N·m]

457 [4-80 N·m]

BXW(L)[0.12-2.00 N·m] BXL [2-22 N·m]

BXW(H)[0.24-4.00 N·m]

458 [4-400 N·m]

BXH [4-44 N·m]

BXW(S)[0.36-5.20 N·m]

BXR(LE)[0.06-3.20 N·m]

BXW(R)[0.30-2.50 N·m] BXR [5-55 N·m]

121(10G) [5-320 N·m]

126 [5-80 N·m]

CBW
 [5-40 N·m]

CMW
 [5-40 N·m]

180 [7.5-120 N·m]

121(20G) [5-320 N·m]

CSZ [2.4-10 N·m]

BSZ [2.4-10 N·m]

101・CS [5-320 N·m]

111 [5-320 N·m]

CYT [0.4-1.0 N·m]

BES

BEH

BES

BEH

BEW

BEW

BEW

BEM

BES

102 [0.4-2.4 N·m]

112 [0.4-2.4 N·m]

適合電源装置

 用途・特性から選ぶ
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アームの保持にBXR スプラインタイプ。
薄型設計による省スペース化と、軽量ロータ採用に
よる空転磨耗の大幅な低減。

 アプリケーション

製品型式

採用装置

BXR

多関節ロボット

補助脚昇降部に励磁作動形
ブレーキ111モデル。

駆動モータの保持ブレーキとして BXR モデル。
薄型設計により省スペース化に貢献。

製品型式

採用装置

BXR

高所作業車

製品型式

採用装置

111

特殊車輛
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETPブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

261
 アプリケーション

風力発電機のピッチ駆動装置にBXW 大型サイズ。

専用コントローラで制御することで超薄型を
実現した BXR(LE) モデル。
出力軸に搭載することで限られたスペースを有
効に利用。専用コントローラで省エネも実現。

電動フォークリフトに無励磁ブレーキ BXH モデル。
コンパクトで高トルクな設計です。

製品型式

採用装置

BXW 大型サイズ（カスタマイズ品）

風力発電装置

製品型式

採用装置

BXR(LE)

垂直多関節ロボット

製品型式

採用装置

BXH

フォークリフト
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電源装置
POWER SUPPLIES

電磁クラッチ・ブレーキの性能を
十二分に発揮する電源装置
入力電源AC100／ 200／400Vの各電圧に対応し、電磁クラッチ・ブレーキの電圧仕様DC24／45／90／
180Vを出力します。主に高速・超高速制御を求められる励磁作動形用の電源装置と無励磁ブレーキなどで利
用される整流電源に大別でき、さまざまなバリエーションからお選びいただけます。 一部除く
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

 モデル紹介

 モデル選定

モデル・タイプ
適用クラッチ・ブレーキ 入力電源 出力電圧 機能

励磁 ツース 無励磁 100V 200V 400V 24V 45V 90V 180V 過励磁 逆励磁 弱励磁

BES ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

BEH ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

モデル・タイプ
適用クラッチ・ブレーキ 入力電源 出力電圧 機能

励磁 ツース 無励磁 100V 200V 400V 24V 45V 90V 180V 過励磁 逆励磁 弱励磁

BEW ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

BEW(S) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

BEW(W) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

BEW(FH) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

BEM ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

BEM(T) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

シリーズ 出力方式 タイプ ラインナップ

電源装置 BES

BEH

BEW

BEW(S)

BEW(W)

BEW(FH)

BEM

BEM(T)

オールラウンドタイプ

超高速制御タイプ

一般制御用端子台タイプ

小型・軽量端子台タイプ

全・半波共用端子台タイプ

全・半波切り替え過励磁タイプ

小型リード線タイプ

超小型リード線タイプ

電源装置

整流電源
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 製品ラインナップ

BE S 一般高速制御用

BE W 一般制御用

BE W(S) 小型・軽量

電磁クラッチ・ブレーキ全般に適合するオールラウンドタイプ

過励磁・逆励磁機能搭載、超高速制御・高精度の最上位機種

電磁クラッチ・ブレーキ制御用電源装置のベーシックモデル

無励磁ブレーキ一般制御用電源装置

■ �過励磁機能搭載
高頻度・高精度運転が可能です。

■ �待機電力ゼロ
弊社無励磁ブレーキとの組み合わせにより、消費電力を
70%以上削減します。

■ �軽量・コンパクト
全ての端子を無接点化しています。

■ 静音設計
運転時の励磁音が発生しません。

■ コンビネーション制御が簡単
寸動運転のような高頻度のクラッチ・ブレーキの切り替
え動作を１つの入力信号で実現します。

■ 多彩な運転モード
いろいろなアプリケーションに対応します。

■ オートチューニング機能
簡単に最適な運転条件に設定します。さらに、アラーム
表示により簡単に不具合原因が判ります。

■ 多彩な仕様
半波整流・全波整流・その他さまざまな仕様の電源装置
があります。

■ 端子台タイプ
接続が容易な端子台タイプで、直流切り端子付きです。

■ 半波整流方式
機能を限定した小型・軽量モデルです。

■ 端子台タイプ
接続が容易な端子台タイプで、入力側と出力側のみ設定
した簡易型電源装置です。

■ 適応クラッチ・ブレーキ
励磁クラッチ・ブレーキ
ツースクラッチ
無励磁ブレーキ

■ 入力電圧
AC100V ／ 200V

■ 出力電圧
DC24V ／ 45V／ 90V

■ 適応クラッチ・ブレーキ
励磁クラッチ・ブレーキ
ツースクラッチ

■ 入力電圧
AC100V ／ 200V

■ �出力電圧
DC24V

■ �適応クラッチ・ブレーキ
無励磁ブレーキ
励磁クラッチ・ブレーキ

■ 入力電圧
AC100V ／ 200V ／ 400V

■ 出力電圧
DC45V ／ 90V／ 180V

■ 適応クラッチ・ブレーキ
無励磁ブレーキ

■ 入力電圧
AC100V ／ 200V ／ 400V

■ 出力電圧
DC45V ／ 90V／ 180V

BEH 超高速制御用
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

 製品ラインナップ

BE W(FH) 小型過励磁電源

BE W( W ) 半波 ･ 全波整流共用

BEM 小型・軽量

BEM(T) 超小型・軽量

異なる仕様の無励磁ブレーキにこれ1台で対応可能

動作速度の向上や長寿命化など、思いの方向に設定可能

無励磁ブレーキ一般制御用電源装置

無励磁ブレーキ一般制御用電源装置

■ 半波･全波整流共用
半波･全波整流の出力を、繋ぎ方の変更で対応が可能で
す。

■ 小型・大容量
低電圧から高電圧まで広範囲の電力入力が可能です。

■ 端子台タイプ
接続が容易な端子台タイプで、入力側と出力側のみ設定
した簡易型電源装置です。

■ 過励磁電源として使用
電磁クラッチ・ブレーキの超寿命化(約2倍)やアーマチュ
ア吸引時間の短縮(約1/2)などの効果が得られます。

■ 弱励磁電源として使用
低消費電力化(約1/4)、ステータ(電磁コイル)の発熱抑
制(約1/4)、アーマチュア釈放時間の短縮などの効果が得
られます。

■ 端子台タイプ
接続が容易な端子台タイプで、直流切り端子付きです。

■ リード線タイプ
中継接続に適したリード線入出力タイプです。

■ 悪環境での使用が可能
ケース全体を樹脂でモールドしていますので、粉じんな
どの雰囲気中でも使用可能です。

■ 接続が容易
出力側にタブ端子を採用、接続の省スペース化と工数削
減を実現します。

■ 自由な取り付け
小型・薄型で取り付け場所を選びません。また、取り付
け部が可動し、入出力の方向が自在に設定可能です。

■ 悪環境での使用が可能
ケース全体を樹脂でモールドしていますので、粉じんな
どの雰囲気中でも使用可能です。

■ 適応クラッチ・ブレーキ
無励磁ブレーキ

■ 入力電圧
AC100V ／ 200V ／ 400V

■ 出力電圧
DC45V ／ 90V／ 180V

■ 適応クラッチ・ブレーキ
無励磁ブレーキ

■ 入力電圧
AC100V ／ 200V ／ 400V

■ 出力電圧
DC45V ／ 90V／ 180V

■ 適応クラッチ・ブレーキ
無励磁ブレーキ

■ 入力電圧
AC100V ／ 200V ／ 400V

■ 出力電圧
DC45V ／ 90V／ 180V

■ 適応クラッチ・ブレーキ
無励磁ブレーキ

■ 入力電圧
AC100V ／ 200V ／ 400V

■ �出力電圧
DC45V ／ 90V／ 180V
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型式 BES-20-□ -1 BES-40-□ -1 BES-20-□ BES-40-□

入力電圧 AC100V±10％　50/60Hz AC200V±10％　50/60Hz

出力電流 2.0A 4.0A 2.0A 4.0A

電圧制御方式 PWM制御

定常励磁電圧 出荷時に各モデル・サイズ毎に調整

過励磁電圧 DC90V　全波（AC100V入力時） DC180V　全波（AC200V入力時）

過励磁時間 出荷時に各モデル・サイズ毎に調整

保護機能 入力側　速断ヒューズ（5A）

絶縁抵抗 DC500V　メガにて　100MΩ（ターミナルー本体間）

絶縁耐圧 AC1000V　50Hz　1分間（ターミナルー本体間）

使用環境 －10 ～＋50℃ /10 ～ 90％ RH（結露なきこと）

質量 0.3kg 0.7kg 0.3kg 0.7kg

※出力される電圧は、電源と絶縁されていないため触れると感電の恐れがあります。

端子記号 端子名称 機能説明

1-2 電源入力端子 商用電源を接続します

3-4 出力端子 電磁クラッチ・ブレーキを接続します

5-6 制御端子1 リレーなどで端子間を開閉することで出力を制御します

アース端子 大地アース端子（第三接地以上）

S1-S2 制御端子2 DC24VのON/OFFで出力を制御します 
（30mA 平滑電源）

BESモデル　一般高速制御用
仕様 端子と機能

オプション取り付け時寸法：（87）

11.5

BES

構造寸法

ノイズフィルター（１個）とフェライトコア（２個）を以下の型式で別注文い
ただくと、ノイズを低減することが可能です。

BES-20-10-１ DIN
出力電流　2A:20

4A:40

電源サイズ対応表参照

入力電圧  　AC100V:1

取り付け方法
DINレール取り付け:DIN
直接取り付け：無記
※DINレール取り付けのオプションは
　BES-20のみの設定となります。

AC200V:無記 BES-20-EMC

ご注文に際して

弊社製励磁クラッチ・ブレーキサイズ 02 025 03 04 05 06 08 10 12 16 20 25

電源出力電流呼び 20 40

電源サイズ 励磁電圧　24V用 05 10 16 20 25

弊社製無励磁ブレーキサイズ 01 02 03 04 05 06 08 10 12 14 16 18 20 25

電源出力電流呼び 20

電源サイズ
励磁電圧　45・90V用 61 62 63

励磁電圧　24V用 71 72 73

※上表の励磁電圧は呼びを示しており、制御方法などにより実際の出力電圧と異なります。
※無励磁ブレーキの励磁電圧 45・90V用の定常励磁電圧は、入力AC100Vの時DC45V仕様、入力AC200Vの時DC90V仕様です。

弊社製電磁ツースクラッチサイズ 12 13 15 21 23 25 31 32

電源出力電流呼び 20 40

電源サイズ 励磁電圧　24V用 51 52 53

電源サイズ対応表

オプション（ノイズ低減セット）

弊社製励磁クラッチ・ブレーキサイズ 02 025 03 04 05 06 08 10 12 16 20 25

電源出力電流呼び 20 40

電源サイズ 励磁電圧24V用（入力電圧100/200V・定常励磁電圧24V） 05 10 16 20 25

弊社製無励磁ブレーキサイズ

電源出力電流呼び

電源サイズ

励磁電圧45V用（入力電圧100V・定常励磁電圧20V）

励磁電圧90V用（入力電圧200V・定常励磁電圧30V）　

励磁電圧24V用（入力電圧100/200V・定常励磁電圧10V）

01 02 03 04 05 06 08 10 12 14 16 18 20 25

20

61

61

71

62

62

72

63

63

73

弊社製電磁ツースクラッチサイズ

電源出力電流呼び

電源サイズ 励磁電圧24V用（入力電圧100/200V・定常励磁電圧20V）

12 13 15 21 23 25 31 32

20 40

51 52 53
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETPブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ 動作応答性
全ての回路を無接点化し、信号入力から電磁クラッチ・ブレーキに出力さ
れるまでの応答性が高速で安定しています。

■ 結線1（PLC制御）

■結線2（接点制御）

■タイムチャート

特性 結線方法とタイムチャート

■ 省エネ
待機電力は〝ゼロ〞。無駄な電力を全く消費しません。
弊社無励磁ブレーキとの組み合わせにより、無励磁ブレーキの消費電力
や発熱量を70％以上削減し、省エネ化を実現します。

■ 運転時の音
BESモデルは静音設計ですが、取り付け環境などによっては運転時に電
磁クラッチ・ブレーキから多少の励磁音が発生します。異常音ではありま
せんので、安心してお使いください。

■ 制御方式は２種類
シーケンサーなどで電圧制御するPLC制御と、リレーなどで制御する接
点制御のどちらでも操作可能です。
ただし、接点制御の場合、電源ラインを制御するため電力制御機器を使
用する必要があります。

■ 保護素子の接続禁止
BESモデルは保護素子を内蔵しているため、出力側（3-4間）に保護素子を
接続する必要はありません。また、電圧制御をPWM制御方式で行ってい
るため、出力の実電圧は入力電圧と同等となります。したがって24V仕様
のクラッチ・ブレーキに付属するバリスタなどを接続するとバリスタの破
裂や電源装置の破損につながりますので絶対に接続しないでください。

■ 保護機能
BESの入力側にはヒューズを内蔵しています。ヒューズが働いた場合は、
出力側の異常が考えられます。
・出力側の短絡
・出力側に地絡
・出力側（電磁クラッチ・ブレーキ）の異常
運転を再開する際は、出力側に異常がないことを十分に確認の後、行って
ください。

■ 出力電圧値の確認方法
出力電圧を電圧計・テスターなどで確認する場合、出力側に電磁クラッチ・
ブレーキなどの負荷を繋いだ状態でご確認ください。
何も接続がない場合、電源電圧に近い値を示します。

■ 電源電圧変動と出力電圧
BESモデルは電源電圧が変動しても、確実に動作するように設計された
電源装置ですが、電源電圧が上下すると出力電圧もそれに沿って上下する
特性があります。電磁クラッチ・ブレーキの性能を満足させるために、電
源電圧の変動は±10％の範囲内に抑えてください。

使用上の注意

CADデータ・詳細カタログ　ダウンロードはこちら www.mikipulley.co.jp 0000WEBコード C026

定
常
励
磁
電
圧

(O
P.
VO
LT
)

過励磁時間
(OV.TIME)

5-6
 接点制御

S1-S2
 電圧制御

3-4
 クラッチ・
 ブレーキ出力

クローズ

オープン

24VDC

0V

出力電圧

端子番号
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型式 BEH-10G BEH-20G BEH-20G-1

入力電圧
AC200/220V AC200/220V AC100/115V

±10％　単相　50/60Hz

出力電圧

過励磁電圧 初期値 100V、０～ 250Ｖ可変式

定常励磁電圧 初期値   24V、０～ 250Ｖ可変式

逆励磁電圧 初期値 100V、０～ 250Ｖ可変式

電圧制御方式 PWM 制御

出力電流 2A 4A 4A

適用クラッチ・ 
ブレーキサイズ

06 ～ 16 06 ～ 31

弊社励磁クラッチ・ブレーキ　　定格電圧 DC 24V

保護機能 不足電圧保護、過電圧保護、過電流保護・検出、 
断線検出、素子過熱保護、入力側ヒューズ（20A）

使用環境 －10 ～＋50℃ /10 ～ 90％ RH

質量 0.85kg 0.9kg 0.9kg

17
0

16
2

（
4）

（
4）

（4）（4）

4-φ4.5

90
82

6

93 （
10
5）

BEH モデル 　超高速制御用

仕様 寸法

動作設定 SW（SW3） 
スイッチ No. ON（上側） OFF（下側） 出荷時設定

1 設定・運転モード 設定モード 運転モード OFF

2 単動・連動モード 単動モード 連動モード OFF

3 断線・過電流検出 有効 無効 OFF

4 電流・電圧制御 電流制御 電圧制御 OFF

5 操作 AUX 有効 無効 OFF

6 JOG 運転 有効 無効 OFF

7 スロープ運転 有効 無効 OFF

8 ワンショット運転 有効 無効 OFF

動作設定

端子記号 端子名称 機能説明

R-S 電源入力端子 商用電源を接続します

CL-P クラッチ出力端子 クラッチを接続します

BR-P ブレーキ出力端子 ブレーキを接続します

アース 大地アース端子（第三接地以上）

1 電源端子　＋ 制御用電源の＋側端子（内部電源＋24Vと共通）

2 電源端子　－ 制御用電源の－側端子（内部電源　0Vと共通）

3 操作 AUX 動作設定スイッチ５（操作 AUX）が ON の時、 
テーブル設定条件の動作を実行します

4 操作クラッチ P － CL 間の出力を ON/OFFします

5 操作ブレーキ P － BR 間の出力を ON/OFFします

6・7 アラーム出力 １ アラーム停止の際にリレーが動作します（リレー出力）

8 アラーム出力 ２ アラーム停止の際に出力動作します（トランジスタ出力）

端子と機能
ブレーキ動作ランプ

クラッチ動作ランプ

アラームランプ

SET SELECT

MODE

RESET

動作設定 SW
（SW3）

ARM

CL

BR

クラッチ

ブレーキ

IPM
ソフト
チャージ
回路

整流・
平滑
回路

入力電圧検出回路 スイッチング電源回路 ドライブ回路

保護回路 出力電源検出回路

コントロール回路

入力

電源　＋

電源　－

操作 AUX

操作 CL

操作 BR

アラーム
　出力1

アラーム
　出力 2

CL

P

BR

R

S

24V

JP1

JP2

0V

1

2

3

4

5

6

7

8

1
2
3

1
2
3

設定値変更／決定

モード選択

SYSTEM RESET

動作設定（1～8）

BEH

構造

電磁クラッチブレーキ-P344-421.indb   402 2021/07/01   18:21:24
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シリーズ
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ 動作応答性
全てを無接点化した回路構成で、信号入力から電磁クラッチ・ブレーキに
出力されるまでの応答性が高速で安定しています。また、過励磁機能と
逆励磁機能により、電磁クラッチ・ブレーキの動作スピードを極限まで高
めます。
超高速制御・高精度を実現する電磁クラッチ・ブレーキ電源装置の最上
位機種です。

■ 連動モード( 動作設定 SW-2 OFF)
+24V

CB切替え

出力指令

1つの入力信号でクラッチ/ブレーキが切替わります。端子番号

過励磁時間 逆励磁時間

過励磁電圧

逆励磁電圧定常励磁電圧

出力指令
なしのため
無出力に
なります。

4
操作クラッチ
（CB切替え）
5
操作ブレーキ
（出力指令）

P-CL
クラッチ出力

P-BR
ブレーキ出力

特性 結 線 方法とタイムチャート

■ 運転時の音
BEHモデルは、静音タイプです。
通常、運転時には電磁クラッチ・ブレーキから、うなるような励磁音が発
生しますが、BEHモデルは静音設計により、こうした音が発生しません。

■ 出力制御方式
単体の電磁クラッチとブレーキをそれぞれ制御する【単動モード】、電磁ク
ラッチ・ブレーキをコンビネーション制御するのに適した【連動モード】の
選択が可能です。
この他にも電流制御モードやJOG運転モードなど多様な運転モードが、
いろいろなアプリケーションに対応します。

■ 保護素子の接続禁止
BEHモデルは保護素子を内蔵しているため、出力側（CL・P・BR間）に保
護素子を接続する必要はありません。保護素子が入った場合、アラームが
発生し運転が停止します。また、電圧制御をPWM制御方式で行っている
ため、出力の実電圧は入力電圧と同等となります。したがって24V仕様の
クラッチ・ブレーキに付属するバリスタなどを接続するとバリスタの破裂
や電源装置の破損につながりますので絶対に接続しないでください。

■ 電源装置の保護機能
この電源装置は、さまざまな保護機能を備えています。
また各種アラームが働いた場合、どんな原因でアラームが働いたかお知
らせします。運転を再開する際は、アラームの原因を取り除き、異常がな
いことを十分に確認してから行ってください。

■ 出力電圧値の確認方法
出力電圧を電圧計・テスターなどで確認する場合、出力側に電磁クラッチ・
ブレーキなどの負荷を繋いだ状態でご確認ください。
何も接続がない場合、断線検出の保護機能が働いたり、この電源装置の
特性上、コンデンサに充電された電圧のDC280V前後の値を示します。

■ 適用範囲と特殊調整
適用範囲は弊社励磁クラッチ・ブレーキのサイズ設定が可能な機種とな
ります。
その他のコイルは調整して使用する必要があります。
調整・運転方法など取扱説明書を参照ください。

■ 電源電圧変動と出力電圧
BEHモデルは電源電圧が多少変動しても、出力電圧が一定になるような
制御をしております。これにより、電源環境の悪い場所でも安定した出力
を確保し、電磁クラッチ・ブレーキの応答性のばらつきをなくします。
しかし、あまりに大きな電圧変動は、異常電圧と検知してアラームが働き
ます。運転を正常に行うために、電源電圧の変動は±10%の範囲内に抑
えてください。

使用上の注意

■ 単動モード( 動作設定 SW-2 ON)
+24V

操作クラッチ

操作ブレーキ

過励磁時間 逆励磁時間

過励磁電圧

逆励磁電圧

同時に信号が入った場合の優先は選択可能
　※出荷時はクラッチ優先

4
操作クラッチ

5
操作ブレーキ

P-CL
クラッチ出力

P-BR
ブレーキ出力

定常励磁電圧

それぞれの入力端子でクラッチ/ブレーキが動作します。
（クラッチとブレーキの同時出力はできません。）

端子番号

入力電圧仕様
AC200V：無記
AC100V：1

   出力容量
  50W：10
100W：20

BEH-20G-1

ご注文に際して

CAD データ・詳細カタログ　ダウンロードはこちら www.mikipulley.co.jp 0000WEB コード C027
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BE W モデル 　一般制御用　端子台タイプ

仕様

入力 出力

1

2 3

4

BEW-2G・4G

入力

制御回路

全波出力 半波出力

1

2 3

4

BEW-1R・2R・4R

構造

型式 BEW-2G BEW-4G BEW-1R BEW-2R BEW-4R

入力電圧

AC100V
± 10％ 

50/60Hz

● ● ●

AC200V ● ● ●

AC400V ● ●

入力電圧範囲 最大 AC280V 最大 AC480V AC90 ～ 140V AC180 ～ 280V AC360 ～ 480V

整流方式 半波整流
半波整流・全波整流　共用

半波 全波 半波 全波 半波 全波

出力電圧 DC45V DC90V DC45V DC90V DC180V DC45V DC90V DC90V DC180V DC180V DC360V

出力電流 周囲温度　20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

DC1.0A 
（DC0.7A）

DC1.0A 
（DC0.7A）

DC2.0A 
（DC1.5A）

DC1.0A 
（DC0.7A）

DC0.7A 
（DC0.5A）

出力容量 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

45W 
（25W）

90W 
（50W）

45W 
（25W）

90W 
（50W）

180W 
（100W）

90W 
（50W）

180W 
（100W）

90W 
（50W）

180W 
（100W）

126W 
（90W）

252W 
（180W）

サイズ 
設定

電圧仕様 
（　　）内は入力電圧

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC180V 
（AC400V）

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC180V 
（AC200V）

DC180V 
（AC400V）

DC360V 
（AC400V）

●：適用
 
△： クラッチ・ブレー

キ の モデル に よ
り適用

01 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

02 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

03 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

04 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

05 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

06 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

08 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12 ● ● ● ● ● ● ●

14 ● ● ● ● ● ● ●

16 ● ● ● ● ● ● ●

18 △ △ ● ● △ ● ●

20 △ △ ● ● △ ● ●

25 △ △ ● ● △ ● ●

適用
クラッチ・ 
ブレーキ

弊社電磁クラッチ・ブレーキ 
定格電圧 

DC45/90/180V
無励磁ブレーキ 全般

絶縁抵抗
ターミナル－本体間

DC　500　V　メガにて　100M Ω

絶縁耐圧 AC1500V　50Hz　1 分間 AC2000V　50Hz　1 分間 AC1500V　50Hz　1 分間 AC2000V　50Hz　1 分間

使用環境 結露なきこと －20 ～＋ 60℃

質量 製品 1 個当り 0.04kg
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シリーズ

励
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ BEW(G)　2 次側制御（基本配線）

寸法 結 線 方法とタイムチャート

型式 端子記号 端子名称 機能説明

BEW(G)

1-2 電源入力端子 商用電源を接続します

2-3 制御端子 リレーなどの接点で端子間を開閉する 
ことで出力の制御をします

3-4 出力端子 電磁クラッチ・ブレーキを接続します

BEW(R)

1-2 電源入力端子 商用電源を接続します

2-4 出力端子 
（半波）

電磁クラッチ・ブレーキを接続します 
（半波整流時）

3-4 出力端子 
（全波）

電磁クラッチ・ブレーキを接続します 
（全波整流時）

端子と機能

■ 出力方式
半波整流と全波整流の２方式をご用意しております。半波整流は商用
電源を入力し、出力側に半波整流された直流電圧を発生します。この
電源装置は、非常に簡単な回路構成で安価なことが特徴ですが、電圧
の脈動が大きいため、電磁クラッチ・ブレーキの動作応答性にばらつ
きが発生しやすくなったり、通電時にうなり音が発生したり、全波整
流や平滑電源と比較して電磁コイルの発熱量が若干上がる傾向があり
ます。
上記のような傾向を嫌う仕様の場合は、全波整流電源や平滑電源、又は、
DC24V 仕様への変更をご検討ください。
全波整流の電源装置は、半波整流電源と比較して電圧の脈動が小さく、
電磁クラッチ・ブレーキの動作応答性が、ばらつきにくい特徴があり
ます。よって、無励磁ブレーキに限らず、励磁クラッチ・ブレーキに
もお使いいただくことができます。
電磁コイルの定格電圧と電源装置から出力される電圧が合っていない
と、仕様通りの電磁クラッチ・ブレーキ特性が得られませんのでご注
意ください。

特性

■ 保護素子
この電源装置には、入力側・出力側に保護素子（バリスタ）を内蔵し
ています。よって、基本的には、外部に保護素子を入れていただく必
要はありません。

■ 1次側制御と2 次側制御方式
入力電圧のON・OFF で電磁クラッチ・ブレーキの制御を行う 1次側
制御は、省配線ですがアーマチュア釈放時間が極端に長くなりますの
で、ブレーキの制動時間が延びてしまいます。（サージ電圧は発生しま
せん）
2-3 番端子をリレー接点などで制御を行う 2次側制御では、アーマチュ
ア釈放時間が短くなり、ブレーキ制動時間が短縮しますが、配線が増え、
サージ電圧が多少発生します。要望される特性により、1次側制御・2
次側制御を選択してください。

使用上の注意

■ BEW(G)　1次側制御（省配線）

※ON・OFF時のコイルからの逆起電圧は無くなりますが、アーマチュア釈放時間が延び
　ますので、確認の上ご使用ください。

■ BEW(G)　2 次側制御（省配線）

※２-３間の制御は同じ相にしてください。

■ BEW(R)　1次側制御

※１次側制御で２次側制御と同等のブレーキ応答性を得ることができます。

仕様  標準： G
　　  リレー付き：R

入力電圧仕様  定格入力  AC100V：1
　　　　　　  定格入力  AC200V：2
　　　　　　  定格入力  AC400V：4

BEW-2G

ご注文に際して

CAD データ・詳細カタログ　ダウンロードはこちら www.mikipulley.co.jp 0000WEB コード C028
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電磁クラッチ・ブレーキ 電源装置

電
磁
ク
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・
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キ

ELECTROM
AGNETIC

CLUTCHES & BRAKES

型式 BEW-2S BEW-4S

入力電圧

AC100V
± 10％ 

50/60Hz

● ●

AC200V ● ●

AC400V ●

最大入力電圧 AC250V AC510V

整流方式 半波整流

出力電圧 DC45V DC90V DC45V DC90V DC180V

出力電流 周囲温度 20℃の時 
（　）内は 60℃の時

DC1.0A 
（DC0.6A）

出力容量 周囲温度 20℃の時 
（　）内は 60℃の時

45W 
（25W）

90W 
（50W）

45W 
（25W）

90W 
（50W）

180W 
（100W）

サイズ設定

電圧仕様 
（　）内は入力電圧

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC180V 
（AC400V）

●：適用 
△： クラッチ・ブレーキの

モデルにより適用

01 ● ● ● ● ●

02 ● ● ● ● ●

03 ● ● ● ● ●

04 ● ● ● ● ●

05 ● ● ● ● ●

06 ● ● ● ● ●

08 ● ● ● ● ●

10 ● ● ● ● ●

12 ● ● ●

14 ● ● ●

16 ● ● ●

18 △ △ ●

20 △ △ △

25 △ △ △

適用
クラッチ・ブレーキ

弊社電磁クラッチ・ブレーキ 
定格電圧 DC45/90/180V 無励磁ブレーキ

絶縁抵抗
ターミナル－本体間

DC500Vメガにて100M Ω

絶縁耐圧 AC1000V　50Hz　1 分間 AC2000V　50Hz　　1 分間

使用環境 結露なきこと －20 ～＋ 60℃

質量 製品 1 個当り 0.021kg

BE W(S) タイプ 　小型・軽量　端子台タイプ

仕様

φ5.3

19
27

42

1

23
.512

2.5

入力端子

BEW-2S・4S

出力端子

1

2 3

4

寸法 構造

端子記号 端子名称 機能説明

1-2 電源入力端子 商用電源を接続します

3-4 出力端子 電磁クラッチ・ブレーキを接続します

端子と機能
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ 出力方式
BEW-2S・4Sタイプは、商用電源を入力し、出力側に半波整流された直流
電圧を発生させます。この電源装置は、非常に簡単な回路構成で安価な
ことが特徴ですが、電圧の脈動が大きいため、電磁クラッチ・ブレーキ
の動作応答性にばらつきが発生しやすくなったり、通電時にうなり音が発
生したり、全波整流や平滑電源と比較して電磁コイルの発熱量が若干上
がる傾向があります。
上記のような傾向を嫌う仕様の場合は、全波整流電源（BEW-Rタイプ）や
平滑電源、又は、DC24V仕様への変更をご検討ください。

■ 1次側制御

■ 保護素子
この電源装置には、入力側・出力側に保護素子（バリスタ）を内蔵してい
ます。よって、基本的には、外部に保護素子を入れていただく必要はあり
ません。

【 出力電圧の計算方法 】
出力電圧 ＝ 入力電圧 × a（係数）
※ a（係数） ＝ 0.45：半波整流

（例）
BEW-2S　：　AC100V　×　0.45　=  DC45V
BEW-4S　：　AC400V　×　0.45　=  DC180V
電磁コイルの定格電圧と上記で計算した出力電圧が合っていないと、仕
様通りの電磁クラッチブレーキ特性が得られませんのでご注意ください。

B
1 2 3 4

《1次側制御方式の場合》
　1-2番端子に入力電源をON・OFFすることで3-4番端子の
  出力を制御します。

※ON・OFF時の電磁コイルからのサージ電圧発生はなくなりますが、アーマチュ
　ア釈放時間が延びますので、確認の上ご使用ください。

1-2
電源入力端子

3-4
出力端子

端子番号

■ 2 次側制御

B
1 2 3

MC

4

1-2
電源入力端子

ブレーキ出力

MC (a接点）
制御

端子番号 《2次側制御方式の場合》
　1-2番端子に入力電源を入れ、リレーをON・OFFすることで、
  ブレーキ出力を制御します。

特性 結 線 方法とタイムチャート

使用上の注意

■ 1次側制御と2 次側制御方式
この電源装置は、入力電圧のON・OFFで電磁クラッチ・ブレーキの制御
を行う「1次側制御」を基本制御としております。
この制御方式は省配線ですが、アーマチュア釈放時間が「2次側制御」と
比較して遅くなり、無励磁ブレーキの制動時間が延びてしまいます。
この現象は、電磁クラッチ・ブレーキのサイズが大きくなればなるほど顕
著に現れます。よって「1次側制御」は特に小型無励磁ブレーキの制御に
使用します。
また「1次側制御」 の場合、「2次側制御」で発生する電磁クラッチ・ブレー
キ通電OFF時のサージ電圧（逆起電圧）が発生しないため、ノイズを嫌う
機械には非常に有効です。

応答性改善を目的に「2次側制御」を行う場合は、右の結線図のように出
力端子と電磁クラッチ・ブレーキの間にリレー接点を設けます。
この時、リレー接点間、又は電磁クラッチ・ブレーキと並列にバリスタな
どの放電素子を設ける必要があります。

入力電圧仕様　    定格入力 AC200V：2
                             定格入力 AC400V：4

BEW-2Sご注文に際して

CAD データ・詳細カタログ　ダウンロードはこちら www.mikipulley.co.jp 0000WEB コード C029
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電磁クラッチ・ブレーキ 電源装置
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ELECTROM
AGNETIC

CLUTCHES & BRAKES

型式 BEW-4W

入力電圧

AC100V
± 10％ 

50/60Hz

●

AC200V ●

AC400V ●

最大入力電圧 AC510V

整流方式
半波整流・全波整流　共用

半波 全波 半波 全波 半波 全波

出力電圧 DC45V DC90V DC90V DC180V DC180V DC360V

出力電流 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

DC3.0A 
（DC2.5A）

出力容量 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

135W 
（112W）

270W 
（225W）

270W 
（225W）

540W 
（540W）

540W 
（540W）

1080W 
（900W）

サイズ
設定

電圧仕様 
（　　）内は入力電圧

DC45V 
（AC100V 半波）

DC90V 
（AC100V 全波）

DC90V 
（AC200V 半波）

DC180V 
（AC200V 全波）

DC180V 
（AC400V 半波）

DC360V 
（AC400V 全波）

●：適用 
△：クラッチ・ブレーキの
        モデルにより適用

01 ● ● ● ● ●

02 ● ● ● ● ●

03 ● ● ● ● ●

04 ● ● ● ● ●

05 ● ● ● ● ●

06 ● ● ● ● ●

08 ● ● ● ● ●

10 △ ● ● ● ●

12 △ ● ● ● ●

14 △ ● ● ● ●

16 △ ● ● ● ●

18 △ ● ● ● ●

20 △ ● ● ● ●

25 △ ● ● ● ●

適用
クラッチ・ブレーキ

弊社電磁クラッチ・ブレーキ 
定格電圧　DC45/90/180V 無励磁ブレーキ

絶縁抵抗
ターミナル－本体間

DC500Vメガにて100M Ω

絶縁耐圧 AC2200V　50Hz　1 分間

使用環境 結露なきこと －20 ～＋ 60℃ /10 ～ 90％ RH

質量 製品 1 個当り 0.045kg

BE W( W ) タイプ 　全波・半波共用　端子台タイプ

仕様

入力端子

BEW-4W

出力端子

1

2 3

4

端子記号 端子名称 機能説明

1 - 2 電源入力端子 商用電源を接続します

3 - 4 出力端子 電磁クラッチ・ブレーキを接続します

構造 端子と機能
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

φ5.3

37
.5

32
33

45
3

45

26

1

■ 1次側制御

■ 2 次側制御

【 出力電圧の計算方法 】
出力電圧 ＝ 入力電圧 × a（係数）
※ a（係数） ＝ 0.45：半波整流　/　0.9：全波整流

（例）
半波　：　AC200V　×　0.45	 =　DC90V
全波　：　AC100V　×　0.9	 =　DC90V

■ 半波整流と全波整流の両用
BEW-4Wタイプは、右図に示すように配線を繋ぎ換えることで半波整流
と全波整流どちらでも選択することができます。
また、この電源装置は大容量で、低電圧から高電圧まで広範囲の電圧入
力が可能です。その結果、さまざまな仕様の電磁クラッチ・ブレーキをこ
の電源装置のみで対応することが可能です。
繋ぎ換えを前提にブレーキの種類を集約したり、逆に、さまざまな種類の
ブレーキをこの電源装置のみで対応するといったことが可能になります。

電磁コイルの定格電圧と上記で計算した出力電圧が合っていないと、仕
様通りの電磁クラッチブレーキ特性が得られませんのでご注意ください。

■ 1次側制御と2 次側制御方式
この電源装置は、入力電圧のON・OFFで電磁クラッチ・ブレーキの制御
を行う「1次側制御」を基本制御としております。
この制御方式は省配線ですが、アーマチュア釈放時間が「2次側制御」と
比較して遅くなり、無励磁ブレーキの制動時間が延びてしまいます。
この現象は、電磁クラッチ・ブレーキのサイズが大きくなればなるほど顕
著に現れます。よって「1次側制御」は特に小型無励磁ブレーキの制御に
使用します。
また 「1次側制御」 の場合、「2次側制御」で発生する電磁クラッチ・ブレー
キ通電OFF時のサージ電圧（逆起電圧）が発生しないため、ノイズを嫌う
機械には非常に有効です。

応答性改善を目的に「2次側制御」 を行う場合は、右の結線図のように出
力端子と電磁クラッチ・ブレーキの間にリレー接点を設けます。
この時、リレー接点間、又は電磁クラッチ・ブレーキと並列にバリスタな
どの放電素子を設ける必要があります。

AC510V
(MAX)

HALF
BRIGE

FULL
BRIGE

1 2 3 4

（半波整流）

AC510V
(MAX)

HALF
BRIGE

FULL
BRIGE

1 2 3 4

（全波整流）

1-2
電源入力端子

ブレーキ出力

MC (a接点）
制御

端子番号 《2次側制御方式の場合》
　1-2番端子に入力電源を入れ、リレーをON・OFFすることで、
  ブレーキ出力を制御します。

AC510V
(MAX)

HALF
BRIGE

FULL
BRIGE

1 2 3 4

（半波整流）

MC

AC510V
(MAX)

HALF
BRIGE

FULL
BRIGE

1 2 3 4

（全波整流）

MC

1-2
電源入力端子

出力端子
　半波：2-4
　全波：3-4

端子番号 《1次側制御方式の場合》
　1-2番端子に入力電源をON・OFFすることで3-4番端子の出力を
  制御します。

※ON・OFF時の電磁コイルからのサージ電圧発生はなくなりますが、
   アーマチュア釈放時間が 延びますので、確認の上ご使用ください。
※ON・OFF時の電磁コイルからのサージ電圧発生はなくなりますが、アーマチュア
釈放時間が 延びますので、確認の上ご使用ください。

寸法 結 線 方法とタイムチャート

特性

使用上の注意

BEW-4Wご注文に際して
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電磁クラッチ・ブレーキ 電源装置

電
磁
ク
ラ
ッ
チ
・
ブ
レ
ー
キ

ELECTROM
AGNETIC

CLUTCHES & BRAKES

型式 BEW-1FH BEW-2FH BEW-4FH

入力電圧

AC100V
± 10％ 

50/60Hz

●

AC200V ●

AC400V ●

入力電圧範囲 AC80 ～ 130V AC170 ～ 300V AC80 ～ 480V

制御方式
過励磁（全波整流）0.5 秒間保持後、定常励磁（半波整流）へ移行

過励磁 定常励磁 過励磁 定常励磁 過励磁 定常励磁

出力電圧 DC90V DC45V DC180V DC90V DC360V DC180V

出力電流 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

DC1.6A（DC1.3A） 
定常励磁　時

DC1.6A（DC1.3A） 
定常励磁　時

DC1.2A（DC1.0A） 
定常励磁　時

出力容量 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

72W（58W） 
定常励磁　時

144W（117W） 
定常励磁　時

216W（180W） 
定常励磁　時

サイズ
設定

使用目的 過励磁利用 弱励磁利用 過励磁利用 弱励磁利用 過励磁利用 弱励磁利用

クラッチ・ブレーキ定格電圧 DC45V DC90V DC90V DC180V DC180V DC360V

●：適用

01 ● ● ● ● ●

02 ● ● ● ● ●

03 ● ● ● ● ●

04 ● ● ● ● ●

05 ● ● ● ● ●

06 ● ● ● ● ●

08 ● ● ● ● ●

10 ● ● ● ● ●

12 ● ● ● ●

14 ● ● ● ●

16 ● ● ● ●

18 ● ● ● ●

20 ● ● ● ●

25 ● ● ● ●

適用
クラッチ・ブレーキ

弊社電磁クラッチ・ブレーキ 
定格電圧　DC45/90/180V 無励磁ブレーキ

絶縁抵抗
ターミナル－本体間

DC500V メガにて 100M Ω

絶縁耐圧 AC2000V　50Hz　1 分間

使用環境 結露なきこと －20 ～＋ 60℃

質量 製品 1 個当り 0.065kg

BE W(FH) タイプ 　全波・半波切り替え過励磁タイプ

仕様

入力端子

制御端子

BEW- 1FH・2FH・4FH

出力端子整流回路 コントロール回路

制御電源回路

ディスチャージ回路

1

2 4

3

6 5

端子記号 端子名称 機能説明

1-2 電源入力端子 商用電源を接続します

3-4 出力端子 電磁クラッチ・ブレーキを接続します

5-6 制御端子 リレーなどの接点で端子間を開閉すること 
で出力の制御をします

構造 端子と機能
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シリーズ

励
磁
作
動
形
ク
ラ
ッ
チ
・
ブ
レ
ー
キ 

マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

6-M378

52

48

70

14

（
55
）

31

82

6

47

26
6.8

4.
2

8

■ 過励磁電源としての利用
BEW(FH)モデルは、約0.5秒間 全波整流出力した後、半波整流出力へ移
行します。この電源装置の定常励磁電圧と、電磁クラッチ・ブレーキの定
格電圧を合致させることで過励磁状態を作り出し、下記の効果を得ます。
・電磁クラッチ・ブレーキの長寿命化（約2倍）
・アーマチュア吸引時間の短縮（約1/2）し、高頻度運転を実現
・無励磁ブレーキとモータの組み合わせ使用時の起動干渉低減
また、この電源装置を使用することを前提に、無励磁ブレーキの仕様を
決定することで、更に下記の効果を得ることが可能になります。
・高トルク化
・薄型化・小型化

■ 1次側制御

BEW-2FH
00S1001

MIKI PULLEY

B

1 2 3 4 5 6

1-2
電源入力端子

5-6
制御端子

3-4
出力端子

端子番号 《1次側制御方式の場合》
　5-6番端子を短絡し、1-2番端子に入力電源をON・OFFすることで
   3-4番端子の出力を制御します。

※ON・OFF時の電磁コイルからのサージ電圧発生はなくなりますが、
   アーマチュア釈放時間が延びますので、確認の上ご使用ください。
※ON・OFF時の電磁コイルからのサージ電圧発生はなくなりますが、アーマチュア
釈放時間が延びますので、確認の上ご使用ください。

寸法 結 線 方法とタイムチャート

特性

■ 弱励磁電源としての利用
上記とは逆に、この電源装置の過励磁電圧と、電磁クラッチ・ブレーキの
定格電圧を合致させることで、アーマチュア吸引後に弱励磁状態を作り出
し、下記の効果を得ます。
・低消費電力化（約1/4）
・ステータ（電磁コイル）の発熱を抑える（約1/4）
・アーマチュア釈放時間の短縮

■ 保護素子
この電源装置には、入力側・出力側に保護素子（バリスタ）を内蔵してい
ます。よって、基本的には、外部に保護素子を入れていただく必要はあり
ません。

■ 1次側制御と2 次側制御方式
入力電圧のON・OFFで電磁クラッチ・ブレーキの制御を行う1次側制御
（5-6番端子は短絡）は、省配線ですがアーマチュア釈放時間が極端に長
くなりますので、ブレーキの制動時間が延びてしまいます。（サージ電圧は
発生しません）
5-6番端子をリレー接点などで制御を行う2次側制御では、アーマチュア
釈放時間が短くなり、ブレーキ制動時間が短縮しますが、配線が増え、
サージ電圧が多少発生します。
要望される特性により、1次側制御・2次側制御を選択してください。
5-6番端子は、ブレーキに流れ込む回路の一部となっていますので、リ
レー接点などの選定には、電圧・電流を加味して選定してください。

使用上の注意

■ 2 次側制御

BEW-2FH
00S1001

MIKI PULLEY

B

1 2 3 4 5 6

1-2
電源入力端子

5-6
制御端子

3-4
出力端子

過励磁電圧

定常励磁電圧
過励磁時間
(0.5秒)

端子番号 《2次側制御方式の場合》
　1-2番端子に入力電源を入れたまま、5-6番端子をON・OFFすることで
   3-4番端子の出力を制御します。

入力電圧仕様
定格入力 AC100V：1
定格入力 AC200V：2
定格入力 AC400V：4

BEW-1FHご注文に際して
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電磁クラッチ・ブレーキ 電源装置

電
磁
ク
ラ
ッ
チ
・
ブ
レ
ー
キ

ELECTROM
AGNETIC

CLUTCHES & BRAKES

型式 BEM-2H BEM-4H BEM-2F

入力電圧

AC100V
± 10％ 

50/60Hz

● ● ●

AC200V ● ● ●

AC400V ●

最大入力電圧 AC250V AC510V AC250V

整流方式 半波整流 全波整流

出力電圧 DC45V DC90V DC45V DC90V DC180V DC90V DC180V

出力電流 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

DC1.0A 
（DC0.6A）

DC1.0A 
（DC0.6A）

DC1.0A 
（DC0.6A）

出力容量 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

45W 
（25W）

90W 
（50W）

45W 
（25W）

90W 
（50W）

180W 
（100W）

90W 
（50W）

180W 
（100W）

サイズ設定

電圧仕様 
（　　）内は入力電圧

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC180V 
（AC400V）

DC90V 
（AC100V）

DC180V 
（AC200V）

●：適用 
△： クラッチ・ブレーキ

のモデルにより適用

01 ● ● ● ● ● ● ●

02 ● ● ● ● ● ● ●

03 ● ● ● ● ● ● ●

04 ● ● ● ● ● ● ●

05 ● ● ● ● ● ● ●

06 ● ● ● ● ● ● ●

08 ● ● ● ● ● ● ●

10 ● ● ● ● ● ● ●

12 ● ● ● ● ●

14 ● ● ● ● ●

16 ● ● ● ● ●

18 △ △ ● △ ●

20 △ △ △ △ ●

25 △ △ △ △ ●

適用
クラッチ・ブレーキ

弊社電磁クラッチ・ブレーキ 
定格電圧　DC45/90/180V 無励磁ブレーキ

絶縁抵抗
ターミナル－本体間

DC500V メガにて 100M Ω

絶縁耐圧 AC1500V　50Hz　1 分間 AC2200V　50Hz　1 分間 AC1500V　50Hz　1 分間

リード線 UL スタイル・サイズ UL3398・AWG22 UL3271・AWG22 UL3398・AWG22

使用環境 結露なきこと －15 ～＋ 60℃

質量 製品 1 個当り 0.020kg 0.021kg 0.023kg

BEM モデル 　小型リード線タイプ

仕様

入力側 出力側

黄色

黄色

赤色

（＋）

（－）

白色

BEM-2H・4H

入力側 出力側

黄色

黄色

赤色

（＋）

（－）

白色

BEM-2F

φ4.2

白色

黄色

赤色

18 12
L±10 30

9

4

12

10
38
.5

構造 寸法

リード線色 機能名称 機能説明

黄色（2 本） 入力側 商用電源を接続します

赤色・白色 出力側 電磁クラッチ・ブレーキを接続します

端子と機能
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シリーズ
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ 半波整流と全波整流の両用
BEM-2H・4Hタイプは、商用電源を入力し、出力側に半波整流された直
流電圧を発生させます。この電源装置は、非常に簡単な回路構成で安価
なことが特徴ですが、電圧の脈動が大きいため、電磁クラッチ・ブレーキ
の動作応答性にばらつきが発生しやすくなったり、通電時にうなり音が発
生したり、全波整流や平滑電源と比較して電磁コイルの発熱量が若干上
がる傾向があります。
上記のような傾向を嫌う仕様の場合は、全波整流電源（BEM-2Fタイプ）
や平滑電源、又は、DC24V仕様への変更をご検討ください。

BEM-2Fタイプは、全波整流された直流電圧を発生します。この電源装置
は、半波整流電源と比較して電圧の脈動が小さく、電磁クラッチ・ブレー
キの動作応答性が、ばらつきにくい特徴があります。

■ 1次側制御

■ 1次側制御と2 次側制御方式
この電源装置は、入力電圧のON/OFFで電磁クラッチ・ブレーキの制御
を行う「1次側制御」を基本制御としております。
この制御方式は省配線ですが、アーマチュア釈放時間が「2次側制御」と
比較して遅くなり、無励磁ブレーキの制動時間が延びてしまいます。
この現象は、電磁クラッチ・ブレーキのサイズが大きくなればなるほど顕
著に現れます。よって「1次側制御」は特に小型無励磁ブレーキの制御に
使用されます。
また「1次側制御」の場合、「2次側制御」で発生する電磁クラッチ・ブレー
キ通電OFF時のサージ電圧（逆起電圧）が発生しないため、ノイズを嫌う
機械には非常に有効です。

応答性改善を目的に 「2次側制御」 を行う場合は、右の結線図のように出
力端子と電磁クラッチ・ブレーキの間にリレー接点を設けます。
この時、リレー接点間、又は電磁クラッチ・ブレーキと並列にバリスタな
どの放電素子を設ける必要があります。

【 出力電圧の計算方法 】
出力電圧 ＝ 入力電圧 × a（係数）
※ a（係数） ＝ 0.45：半波整流　/　0.9：全波整流

（例）　
BEM-2H・4H：AC200V　×　0.45　=　DC90V
BEM-2F　　   ：AC100V　×　0.9 　 =　DC90V

電磁コイルの定格電圧と上記で計算した出力電圧が合っていないと、仕
様通りの電磁クラッチ・ブレーキ特性が得られませんのでご注意くださ
い。

白色
（－）

赤色
（＋）

黄色
（～）

黄色
（～）

■ 2 次側制御

白色
（－）

赤色
（＋）

MC

黄色
（～）

黄色
（～）

黄色-黄色
電源入力側

赤色-白色
出力側
（ブレーキ）

MC (a接点）
制御

リード線 《2次側制御方式の場合》
　入力側リード線（黄色）に入力電源を入れ、リレーをON・OFF
  することで、ブレーキ出力を制御します。

《1次側制御方式の場合》
　入力側リード線（黄色）に入力電源をON・OFFすることで出力側
  リード線（赤・白色）の出力を制御します。

黄色-黄色
電源入力側

赤色-白色
出力側
（ブレーキ）

リード線

※ON・OFF時の電磁コイルからの逆起電圧発生はなくなりますが、
  アーマチュア釈放時間が延びますので、確認の上ご使用ください。
※ON・OFF時の電磁コイルからの逆起電圧発生はなくなりますが、アーマチュ
ア釈放時間が延びますので、確認の上ご使用ください。

特性 結 線 方法とタイムチャート

使用上の注意

 リード線長さ
  3種類　120mm： 120
　　　　 240mm： 240
　　　　 360mm： 360
　　　　

整流方式 　
半波整流 ： H
全波整流 ： F

入力電圧仕様 
　　定格入力 AC200V ： 2
　　定格入力 AC400V ： 4

BEM-2H  120L ご注文に際して

CAD データ・詳細カタログ　ダウンロードはこちら www.mikipulley.co.jp 0000WEB コード C032
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電磁クラッチ・ブレーキ 電源装置

電
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ELECTROM
AGNETIC

CLUTCHES & BRAKES

型式 BEM-2T BEM-4T

入力電圧

AC100V
± 10％ 

50/60Hz

● ●

AC200V ● ●

AC400V ●

最大入力電圧 AC280V AC480V

整流方式 半波整流

出力電圧 DC45V DC90V DC45V DC90V DC180V

出力電流 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時 DC1.0A（DC0.6A） DC0.7A（DC0.5A）

出力容量 周囲温度 20℃の時 
（　　）内は 60℃の時

45W 
（25W）

90W 
（50W）

30W 
（20W）

60W 
（40W）

125W 
（90W）

サイズ設定

電圧仕様
（　　）内は入力電圧

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC45V 
（AC100V）

DC90V 
（AC200V）

DC180V 
（AC400V）

●：適用 
△：クラッチ・ブレーキ
        のモデルにより適用

01 ● ● ● ● ●

02 ● ● ● ● ●

03 ● ● ● ● ●

04 ● ● ● ● ●

05 ● ● ● ● ●

06 ● ● ● ● ●

08 ● ● ● ● ●

10 ● ● ● ● ●

12 ● ● ●

14 ● △ ●

16 ● △ ●

18 △ △ ●

20 △ △ △

25 △ △ △

適用
クラッチ・ブレーキ

弊社電磁クラッチ・ブレーキ 
定格電圧　DC45/90/180V 無励磁ブレーキ

絶縁抵抗
ターミナル－本体間

DC500V メガにて 100M Ω

絶縁耐圧 AC1500V　50Hz　1 分間 AC2000V　50Hz　1 分間

リード線 UL スタイル・サイズ UL3398・AWG22 UL3613・AWG22

使用環境 結露なきこと －20 ～＋ 60℃

質量 製品 1 個当り 0.008kg 0.011kg

BEM(T) タイプ 　超小型リード線タイプ

仕様

入力側 出力側

リード線

リード線

タブ端子

（＋）

（－）

タブ端子

BEM-2T・4T

タブ端子（2次側）
110シリーズ
タブ厚さ0.5

φ3.2

7

5
2

L

取り付け部可動

（
5）

17
2.

8

0.5

22
（25）

取
り

付
け

部
可

動
BE

M-
2T

：
6.

5
BE

M-
4T

：
109

φ3.2

7

5
2

L

（
5）

17
2.

8

0.5

18.6
（21.6）

BEM - 2T BEM - 4T

構造 寸法

端子 機能名称 機能説明

リード線（2 本） 入力側 商用電源を接続します

タブ端子（2 箇所） 出力側 電磁クラッチ・ブレーキを接続します

端子と機能
　・リセプタクル　170043-1      （ＡＭＰ製）
　・絶縁スリーブ　170823-1      （ＡＭＰ製）
　・平形差込端子　CSS 62853-F（ニチフ製）

タブ端 子相 手 側 推 奨 品
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ 1次側制御標準の取り付け足は、可動できるだけではなく、取り外して専用の取り付
けも可能です。下図推奨寸法を参考に設計を行うか、弊社までお問い合
わせください。

111.5

5－
0.

1
－

0.
3

2.
5

C1

5＋
0.

2
＋

0.
1

（
C0.2）

8

板厚 t＝0.8 ±0.1

取り付け部推奨寸法

電磁コイルの定格電圧と上記で計算した出力電圧が合っていないと、仕
様通りの電磁クラッチ・ブレーキ特性が得られませんのでご注意くださ
い。

■ 出力方式
BEM-2T・4Tタイプは、商用電源を入力し、出力側に半波整流された直流
電圧を発生させます。この電源装置は、非常に簡単な回路構成で小型・
安価なことが特徴ですが、電圧の脈動が大きいため、電磁クラッチ・ブ
レーキの動作応答性にばらつきが発生しやすくなったり、通電時にうなり
音が発生したり、全波整流や平滑電源と比較して電磁コイルの発熱量が
若干上がる傾向があります。
上記のような傾向を嫌う仕様の場合は、全波整流電源（BEM-2Fタイプ）
や平滑電源、又は、DC24V仕様への変更をご検討ください。

【 出力電圧の計算方法 】
出力電圧 ＝ 入力電圧 × a（係数）
※ a（係数） ＝ 0.45：半波整流

（例）　
BEM-2T：AC200V　×　0.45　=　DC90V

※ON・OFF時の電磁コイルからの逆起電圧発生はなくなりますが、
   アーマチュア釈放時間が延びますので、確認の上ご使用ください。

リード線
電源入力側

タブ端子
出力側
（ブレーキ）

《1次側制御方式の場合》
   入力側リード線に入力電源をON・OFFすることで出力側タブ端子の
   出力を制御します。

※ON・OFF時の電磁コイルからの逆起電圧発生はなくなりますが、アーマチュ
ア釈放時間が延びますので、確認の上ご使用ください。

取り付け部の設計 結 線 方法とタイムチャート

特性

■ 2 次側制御

ＭＣ

リード線
電源入力側

ブレーキ

MC (a接点）
制御

《2次側制御方式の場合》
　入力側リード線に入力電源を入れ、リレーをON・OFFすることで、
  ブレーキの出力を制御します。

 リード線長さ
  3種類　120mm： 120
　　　　 240mm： 240
　　　　 360mm： 360
　　　　

 入力電圧仕様
 2T ： AC200V
 4T ： AC400V

BEM-2T  120L 

ご注文に際して

■ 1次側制御と2 次側制御方式
この電源装置は、入力電圧のON/OFFで電磁クラッチ・ブレーキの制御
を行う「1次側制御」を基本制御としております。
この制御方式は省配線ですが、アーマチュア釈放時間が「2次側制御」と
比較して遅くなり、無励磁ブレーキの制動時間が延びてしまいます。
この現象は、電磁クラッチ・ブレーキのサイズが大きくなればなるほど顕
著に現れます。よって「1次側制御」は特に小型無励磁ブレーキの制御に
使用されます。
また「1次側制御」の場合、「2次側制御」で発生する電磁クラッチ・ブレー
キ通電OFF時のサージ電圧（逆起電圧）が発生しないため、ノイズを嫌う
機械には非常に有効です。
応答性改善を目的に 「2次側制御」 を行う場合は、右の結線図のように出
力端子と電磁クラッチ・ブレーキの間にリレー接点を設けます。
この時、リレー接点間、又は電磁クラッチ・ブレーキと並列にバリスタな
どの放電素子を設ける必要があります。

使用上の注意

CAD データ・詳細カタログ　ダウンロードはこちら www.mikipulley.co.jp 0000WEB コード C033
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電磁クラッチ・ブレーキを作動させるためには、電源装置が必ず必要です。
弊社電磁クラッチ・ブレーキは、全て直流電源コイルですので、商用電源
をさまざまな方法で直流電圧に変換し、その電圧をクラッチ・ブレーキ
に供給する必要があります。
直流電源電圧を作り出す方法にはさまざまありますが、その電源装置の
種類・仕様などにより、電磁クラッチ・ブレーキの動作特性は、大きく影
響を受けます。

■ 半波整流電源（BEW・BEMモデル）
半波整流電源装置は、ダイオード2個を組み合わせた回路で、商用電源
を直接入力し、出力側に半波整流された直流電圧を発生させます。
この電源装置は、他の電源装置と比較して非常に簡単な回路構成ででき
ており、小型で安価なことが特徴です。
しかし、商用電源の周波数である、50Hz/60Hzの半分のサイクルで電圧
の供給/停止を繰り返す通電方式の関係上、電磁クラッチ・ブレーキの動
作に10ms前後のばらつきが発生します。また、通電時にうなり音が発生
しやすくなったり、全波整流や平滑電源と比較して電磁コイルの発熱量が
若干上がる傾向を持ちます。
よって、こうした傾向が発生しても大きな影響を受けない場合にお使い頂
けます。弊社では、無励磁ブレーキとの組み合わせ使用をお薦めします。
動作のばらつきや、通電時のうなり音などを嫌う仕様の場合は、全波整
流電源（BEW-1R・2R・4Rタイプ）や、DC24V仕様への変更をご検討くだ
さい。

+

出力端子

入力端子

200V

100V

0V
ヒューズ

－

■ トランス降圧・単相全波整流方式
電磁クラッチ・ブレーキ用の電源として、最も一般的な方式です。この方
式は、DC24Vの電磁クラッチ・ブレーキに使用し、構造が簡単・堅牢で、
電磁クラッチ・ブレーキの通電ON/OFF時に発生するサージ電圧（逆起電
圧）に対しても大きな耐量を持っており、非常に扱いやすい整流方式です。

■ スイッチング電源（市販品）
リレーやタイマー・シーケンサー、その他さまざまな電気機器の電源（主
にDC24V）として広く使用されており、平滑された安定電圧を発生する、
軽量でコンパクトな電源装置です。
しかし、この電源装置は特性上、電磁クラッチ・ブレーキのような電磁コ
イルが、ON・OFF時に発生するサージ電圧に対して弱く、またスイッチン
グ電源メーカもこの使用方法に対して保証をしていません。
電磁クラッチ・ブレーキの電源装置としてスイッチング電源を使用する際
には、サージ吸収用としてダイオードを電磁コイルと並列に接続する必要
があります。
サージ吸収ダイオードは、アマチュア釈放時間を極端に遅くしますので、
使用には注意が必要です。

C1 B1 B2C2

MC

MC

DC24V

スイッチング電源
の基本結線

サージ吸収ダイオード

AC

＋0V 100V －

■ ＰＷＭ制御方式
通電のON-OFFを繰り返すことで、実効値として任意の電圧を擬似的に作
り出す方式です。抵抗制御などでは余分な電力を熱として捨てているの
に対し、ＰＷＭ制御では制御素子で通電を高速でON-OFFし、必要な電
力だけを取り出すため熱によるエネルギーの損失が少なく省エネルギー
です。

電
圧
　 →

時間　→

実質電圧

【 半波整流電源からの出力電圧の計算方法 】
出力電圧 ＝ 入力電圧 × a（係数）
※ a（係数） ＝ 0.45：半波整流

（例）　
AC100V　×　0.45　=　DC45V
AC200V　×　0.45　=　DC90V
AC400V　×　0.45　=　DC180V

■ 全波整流電源（BEW・BEMモデル）
全波整流電源装置は、ダイオード4個を組み合わせた回路で、商用電源
を直接入力し、出力側に全波整流された直流電圧を発生させます。
この電源装置は半波整流電源と比較して、回路を構成するダイオードの
数が増えるために多少高価ですが、電圧の脈動を小さく抑えられるため、
電磁クラッチ・ブレーキの動作時間のばらつきを少なく抑えることができ
ます。
よって、全ての電磁クラッチ・ブレーキ用の電源装置としてご使用いただ
くことができます。

【 全波整流電源からの出力電圧の計算方法 】
出力電圧 ＝ 入力電圧 × a（係数）
※ a（係数） ＝ 0.9：全波整流

（例）　
AC100V　×　0.9  =　DC90V
AC200V　×　0.9  =　DC180V

入力

制御

出力

1

2 3

4

BEW-2G・4G

入力

制御回路

全波出力 半波出力

1

2 3

4

BEW-1R・2R・4R

電源装置の種類

入力

制御

出力

1

2 3

4

BEW-2G・4G

入力

制御回路

全波出力 半波出力

1

2 3

4

BEW-1R・2R・4R
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ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ 過励磁電源（BES・BEH・BEW(FH) モデル）
過励磁電源は、電磁クラッチ・ブレーキのアーマチュア吸引時間を速めた
り、発生トルクを強めたり（励磁クラッチ・ブレーキ）寿命を延ばすことを
目的として、ある一定時間を定格電圧以上の電圧を印加・制御する電源
装置です。
この電源装置を使用することで、上記内容の電磁クラッチ・ブレーキ特性
は格段に向上します。
しかし、電磁クラッチ・ブレーキに通電する頻度や時間の設定が適正で
ないと、電磁クラッチ・ブレーキのコイルが異常発熱し、焼損する可能性
がありますので注意が必要です。

■ 弱励磁電源（BES・BEW(FH) モデル）
近年、無励磁ブレーキは小形化・薄型化・高トルク化の要求に応じて、電
磁コイルや構造部品の製法はより複雑に、大容量になっています。
これに対して、社会的には省エネルギー化・リサイクル性向上・有害物質
の不使用など、電磁クラッチ・ブレーキを取り巻く環境は全く相反するこ
とを実施しなければならない状況になっています。

無励磁ブレーキは、特性上アーマチュア吸引時には大きな吸引力を必要
としますが、一度吸引してしまうと、ごくわずかな電力で状態を保持する
ことができます。
無励磁ブレーキが解放状態を維持するのに必要な電力以外は無駄な電
力とも言え、無励磁ブレーキは非常に多くの無駄な電気を浪費していると
も言えます。
弱励磁電源は、無励磁ブレーキのこういった問題を改善し、下記のような
効果を図るものです。
弊社では、こうした問題の解決に無励磁ブレーキと電源装置の両方から
いろいろな提案を行っておりますので、お気軽にご相談ください。

■ 小型・薄型・高トルク・高応答性・長寿命
弱励磁電源を使用することを前提として無励磁ブレーキを設計すること
により、小型・薄型・高トルク・高応答性・長寿命を実現します。

■ 省エネルギー化
弱励磁状態を作り出すことで通常の90%以上の電力をカットし、電磁コ
イルの発熱も同様に90%以上削減します。

■ 故障率の低下
電磁コイルの異常発熱や、周囲環境温度の上昇が原因で発生する無励磁
ブレーキの焼損や、無励磁ブレーキ周辺の焼損を大幅に削減します。

■ リサイクル性の向上
素材レベルまでの分解が可能になり、構造部品のリサイクル性を高めま
す。

■ 逆励磁機能（BEHモデル）
逆励磁機能は、電磁クラッチ・ブレーキのアーマチュア釈放時間を速め
ることを目的として、電磁クラッチ・ブレーキへの通電OFF時に、ある設
定された時間、通電OFF直前までの電圧とは逆極性の電圧を印加・制御
する通電方式です。
この電源装置は電磁クラッチ・ブレーキが大型になるほど効果を発揮し、
弊社クラッチ・ブレーキサイズ25では一般的なトランス降圧・単相全波
整流方式と比較して、約5倍の応答性改善を実現します。
これにより、高頻度運転・喧嘩現象の改善に大きく貢献します。

※弊社過励磁電源装置は、最適値をあらかじめ設定しております。
　�弊社電磁クラッチ・ブレーキの各サイズの最適値にあらかじめ設定されておりますので、設置の際に
特別な調整が要りません。弊社電磁クラッチ・ブレーキとの組み合わせでない場合は、最適値の条件
とはなりません。その際は弊社までお問い合わせください。

※BEHモデルは、平滑過励磁電源装置です。
　�平滑電源であるBEHモデルは、未平滑電源と比較して電磁クラッチ・ブレーキの動作応答性が非常に
安定する特性を持っています。

通電波形

トルク波形

過励磁時間

過
励
磁
電
圧

逆
励
磁
電
圧

逆励磁時間

定
常
励
磁
電
圧

一般制御時のトルク波形
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電磁クラッチ・ブレーキを動作させるために必要なものは電源装置です
が、機械装置の動作に合わせて電磁クラッチ・ブレーキを自在にコント
ロールするには制御装置が必要で、この部分は別途設置する必要があり
ます。
高機能電源である、弊社BEHモデルは、シーケンサーなどからの微小な
制御入力を受け取り、大容量の通電制御を行います。
しかし、その他の電源装置を使用する場合、電磁クラッチ・ブレーキに加
える電力がそのまま制御接点などに加わる構造のため、制御にはパワー
リレーやその他の電力制御機器が必要になります。
制御機器にはそれぞれ特徴がありますので、十分に内容を把握し機械仕
様に合った制御機器を選定する必要があります。

■ 電磁接触器（市販品）
インダクションモータなどの制御に広く使用されている電磁接触器・電磁
開閉器は、大型の電磁クラッチ・ブレーキの制御にも非常に有効な制御
機器です。
この電磁接触器は、電圧・電流ともにパワーリレーの数倍の電力制御が
でき、特に高電圧の制御に効果を発揮します。
高電力の制御に適した電磁接触器ですが、電磁クラッチ・ブレーキの制
御時に発生するサージ電圧（逆起電圧）には、やはりバリスタなどの放電
素子を入れる必要があります。
仮に放電素子を使わずに大型の電磁クラッチ・ブレーキを制御した場合、
発生するサージ電圧は、およそ2000Vを超えます。この電圧は、やはり電
磁接触器の定格電圧をゆうに超えてしまい、最終的には接点が大きく消
耗し、予定寿命に達しないという不具合を発生することが予想されます。
以下は一般的な目安値になります。

オムロン社製　LY シリーズの場合

【電磁クラッチ・ブレーキ 1 次側制御】
　交流電圧　：　AC110V （最大 AC250V 以下）
　交流電流　：　AC4A 以下
　容　　量　：　100W 以下

【電磁クラッチ・ブレーキ 2 次側制御】
　直流電圧　：　DC24V （最大 DC125V 以下）
　直流電流　：　DC1A 以下
　容　　量　：　25W 以下

■ パワーリレー（市販品）
一般的にパワーリレーと呼ばれる、10A以下の比較的大電流を制御でき
るリレーがあります。
このリレーは、交流電源の制御に対しては、電流値・電圧値とも大きな電
力制御を保証していますが、直流電源の制御で、負荷が直流誘導負荷の
場合には極端に低い仕様値内で使うことを求めています。
これは、電磁コイルの制御時に発生するサージ電圧（逆起電圧）により、リ
レー接点が大きく消耗するためです。電磁クラッチ・ブレーキは電磁コイ
ルを持ちますので、ご使用になるパワーリレーの直流誘導負荷の条件で
カタログ仕様値をご確認ください。
以下は一般的な目安値になります。

※�2次側制御（DC切リ）に使用できるのは、DC24V仕様のクラッチ・ブレーキだけです。DC45 ～180V
仕様のクラッチ・ブレーキには使用できません。

※2次側制御の値は、弊社規定バリスタを使用した場合の値です。
※上記の値は、3項目全てが仕様値内である必要があります。
※1次側制御・2次側制御については、電源装置の各モデルの制御結線をご覧ください。
※�2次側制御の場合でも、放電素子にダイオードを使用している場合は、1次側制御の仕様値でも可能
です。

■ ソリットステートリレー / SSR（市販品）
各種負荷装置の制御に使われているSSRは、シーケンサーによる制御に
非常に適しており、近年その使用数は拡大を続けています。SSRの多くは、
交流電源の制御を目的としたもので、市場に出ているものの8割が交流
電源制御品です。
交流制御のSSRを電磁クラッチ・ブレーキに使用する場合、電源装置の1
次側である入力電圧を制御します。
SSRの制御に用いられている“ゼロクロス制御”は1次制御と相まって、応
答性を遅くしてしまいますので、電磁クラッチ・ブレーキとの使用には注
意が必要です。

直流電源制御のSSRで非常に重要な仕様は、最大定格電圧になります。
電磁クラッチ・ブレーキを直流SSRで制御する場合、発生するサージ電
圧を、SSRの定格以内に下げる必要があります。つまり、バリスタやダイ
オードといった放電素子を使用する必要があります。
放電素子を付加しない場合、短時間のうちにSSRが破損することになり
ます。詳しくは、SSRのメーカまたは、弊社までお問い合わせください。

富士電機社製　SC シリーズの場合

【電磁クラッチ・ブレーキ 1 次側制御】
　交流電圧　：　AC220V （最大 AC440V 以下）
　交流電流　：　AC3A 以下
　容　　量　：　450W 以下

【電磁クラッチ・ブレーキ 2 次側制御】
　直流電圧　：　DC220V 以下
　直流電流　：　DC2A 以下
　容　　量　：　150W 以下
※2次側制御の値は、弊社規定バリスタを使用した場合の値です。
※上記の値は、3項目全てが仕様値内である必要があります。
※1次側制御・2次側制御については、電源装置の各モデルの制御結線をご覧ください。
※�2次側制御の場合でも、放電素子にダイオードを使用している場合は、1次側制御の仕様値でも可能
です。

電磁クラッチ・ブレーキの制御
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マイクロ励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ 無接点制御（パワー MOS-FET・パワートランジスタ） ■ その他の制御
電磁クラッチ・ブレーキを無接点制御する大きな目的としては、高頻度運
転・高精度運転ができることです。
また、有接点制御のように、入力信号に対して出力の遅れが発生するの
を嫌う場合や、制御接点の摩耗・消耗によるメンテナンスの必要性がなく
なったり、制御基板を作ることで小型化になることも大きな特徴になりま
す。
こうした多くの利点がある無接点制御ですが、素子の選定には細心の注
意が必要です。仮に間違った選定をした場合、要望の電磁クラッチ・ブ
レーキの特性が出なくなるばかりか、短時間で素子の破損が起こり、周辺
機器にも影響を及ぼす場合があります。
下記は、一般的な素子の選定目安になります。

【選定例 101-12-13 と一般的なスイッチング電源との制御】
条件
　・使用クラッチ　：　101-12-13
　・定格電圧　　　：　DC24V
　・定格電流　　　：　DC1.09A

　・使用バリスタ　：　�82V 品 
（TND07V-820KB00AAA0）

選定素子
　・定格電圧　：　200V 以上
　・定格電流　：　5A 以上

※時定数とは...
　�電磁クラッチ・ブレーキは誘導負荷であるため、直流電圧を印加すると、流れ込む電流値は徐々に上
がっていく特性を示します。

　�この特性は、電磁クラッチ・ブレーキの種類やサイズにより、決まった値を持っており、大型の物ほど
電流の動きは鈍くなります。

■ 電流制御（励磁クラッチ・ブレーキ）
この制御方式は、電磁クラッチ・ブレーキのトルクコントロールを目的と
しています。
電磁クラッチ・ブレーキは電磁コイルに流れ込む電流によって吸引力を
発生し、この吸引力によってトルクを伝えます。よって、トルクをコント
ロールするためには、電磁コイルに流れる電流値をコントロールすること
が必要です。
弊社では、電流制御を行うための電源装置を準備しております。お気軽に
お問い合わせください。

■ 電圧制御
電圧制御の目的にはさまざまあり、それを実現する方法もいろいろな方
法があります。下記にあるものは全て電圧制御のひとつです。
・弱励磁制御
簡易トルクコントロール（電圧調整による）
連結時のショックをやわらげる
アーマチュアの釈放を速くする
電磁コイルの発熱を抑える
・過励磁制御
アーマチュア吸引時間を速くする
トルクをアップする
・急速励磁制御
アーマチュア吸引時間を速くする
・急速過励磁制御
アーマチュア吸引時間を速くする
トルクをアップする

上記の制御を実現するには、電源電圧をある規定の状態に設定し、任意
の制御をする必要があります。
・数種類の電源電圧を準備して、切替え制御
・ボリュームにより電圧を制御
・無接点によるスイッチング制御
・抵抗を直列に入れて分圧する電圧制御

■ 急速励磁制御
電磁クラッチ・ブレーキのアーマチュア吸引時間を速めるために、時定数
を小さくした回路です。
あらかじめ電源電圧を高めに設定し、電磁クラッチ・ブレーキと直列に抵
抗入れた回路にします。電磁コイルの方に、定格電圧であるDC24Vが加
わるよう、電源電圧と抵抗値を各種条件に合わせて設定します。
この制御方法は、抵抗に電磁クラッチ・ブレーキに流れる電流値と同様
の電流が流れ、抵抗の容量を大きく設定する必要があり、また抵抗の発
熱も考慮しなければなりません。

■ 急速過励磁制御
急速励磁回路の中に、大型のコンデンサを追加することで、急速励磁制
御よりも更にアーマチュア吸引時間を短縮します。
コンデンサによる過励磁電圧が発生しますので、電磁コイルの発熱や、コ
ンデンサへの充電時間を考慮してON・OFF時間の設定をする必要があり
ます。

■ 選定のポイント
素子の定格電圧は、素子に加わる一番高い電圧以上が必要です。
上の例の場合、電磁クラッチ・ブレーキをON・OFF制御した際に発生す
るサージ電圧が一番高い値になります。
バリスタは、動作特性上において制限電圧にばらつきがあり、最大制限電
圧を規定しています。今回の素子条件（82V品)では、135Vになります。
素子には、この電圧に対する安全率が必要で、最低限の安全率を1.3とす
ると、135V × 1.3 =175.5Vとなります。よって、素子には200V以上の物が
最低限必要となります。
素子の定格電流は、実際に流れる電流値の3倍以上が必要です。また、選
定した素子の種類や通電条件・周囲環境によって素子の発熱量は大きく
変わります。最終的には、使用条件で素子の発熱量を評価し、発熱量が
素子の仕様値以内であることを実機にてお確かめください。

クラッチ
信号

ブレーキ
信号

DC24V

+

C

B

C1 B1 B2C2
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■ サージ電圧とは ■ バリスタの役割
電磁クラッチ・ブレーキの電磁コイルに電流を流すと、コイルは励磁され、
クラッチ・ブレーキとして必要な吸引力が発生し、仕事をします。
規定の電流値まで上昇したコイル内にはエネルギーが蓄積され、そのエ
ネルギー量はサイズが大きくなればなるほど大きくなります。この時、電
流を遮断すると蓄積されたエネルギーの分だけのサージ電圧が発生しま
す。これは、電磁クラッチ・ブレーキが誘導負荷であるため、電流を流し
続けようとする働きにより発生するものです。サージ電圧は、前述の通り
サイズが大きいほど高くなり、1000V をゆうに超える電圧が制御接点と電
磁コイル内部に発生します。この現象は、接点の焼損や電磁コイルの絶
縁破壊の原因となります。よって、このサージ電圧を放電素子を用いて適
当な値に制限することが非常に重要になります。
一般的にサージの制限電圧が高いとアーマチュアの釈放時間は速く、逆
に制限電圧が低いと遅くなる傾向があり、保護素子の選定には、機械の
仕様や電源装置・制御回路の条件などを加味して設定することが非常に
重要です。

弊社では、放電素子にバリスタを推奨しています。
理由は、バリスタが電磁クラッチ・ブレーキの制御を適正に行う上で必要
な、制限電圧の設定が容易で、素子の大きさが非常に小さく、サージエネ
ルギーの大小にも十分に対応できるからです。
適正なバリスタを選定することで、電磁クラッチ・ブレーキは、本来の特
性を損なうことなく使用することが可能になります。
選定を適正な制限電圧よりも高い方に間違えてしまった場合、制御接点
の焼損が発生したり、電源装置が破損に至る原因となってしまいます。
逆に、制限電圧を低い方に間違えてしまうと、電源電圧によりバリスタが
焼損したり、電源装置を破損させてしまうことにもなります。また、このよ
うな現象が起きなかった場合でも、アーマチュアの釈放時間が遅くなると
いった現象が起こりやすくなります。

■ 放電素子の種類

素子の種類 回路図 電流減衰 特性
クラッチ・ブレーキ

推奨品
サイズ 定格電圧（入力電圧仕様）

バリスタ

サージ電 圧を小さ 
く抑える効 果 が 大 
きく、ア ー マ チ ュ 
ア釈 放時間の遅れ 
がありません。

励磁
#02
│

#25

DC24V TND07V-820KB00AAA0 または相当品
（TND14V-820KB00AAA0 または相当品）

励磁
#31以上 DC24V TND14V-820KB00AAA0 または相当品

無励磁
#01
│

#18

DC24V TND07V-820KB00AAA0 または相当品

DC45V(AC100V- 半波整流 )
TND07V-221KB00AAA0 または相当品

DC90V(AC100V- 全波整流 )

DC90V(AC200V- 半波整流 )
TND07V-471KB00AAA0 または相当品

DC180V(AC200V- 全波整流 )

DC180V(AC400V- 半波整流 ) TND14V-821KB00AAA0 または相当品

無励磁
#20 以上

DC24V TND14V-820KB00AAA0 または相当品

DC45V(AC100V- 半波整流 )
TND14V-221KB00AAA0 または相当品

DC90V(AC100V- 全波整流 )

DC90V(AC200V- 半波整流 )
TND14V-471KB00AAA0 または相当品

DC180V(AC200V- 全波整流 )

DC180V(AC400V- 半波整流 ) TND14V-821KB00AAA0 または相当品

抵抗 
＋ 

ダイオード

MC
＋

－

VR C／B

I

t

I

t

I

t

MC
＋

－

D C／B

I

t

MC
＋

－

R

D

C／B

MC
＋

－

C

R

C／B

電源部の消費電力 
を 小 さくす ること 
が で き、抵 抗 の 容 
量も小さくできます。
アーマチュア釈放時
間が多少遅くなるの
で、高頻度の使用は
注意が必要です。

＃01 
｜ 

＃25

DC24V □ダイオードの定格電圧 
　・DC24V  ：100V 以上 
　・AC100V：400V 以上 
　・AC200V：800V 以上
□ダイオードの定格電流 
　・励磁電流以上の仕様
□抵抗 
　・コイル抵抗の約 10 倍

DC45V（AC100V- 半波）

DC90V（AC100V- 全波）

DC90V（AC200V- 半波）

DC180V（AC200V- 全波）

ダイオード

MC
＋

－

VR C／B

I

t

I

t

I

t

MC
＋

－

D C／B

I

t

MC
＋

－

R

D

C／B

MC
＋

－

C

R

C／B

サージ電 圧を抑え 
る効 果は非常に高 
い反 面、アーマチュ 
ア釈放時間が極端 
に 遅 くな りま す。 
高頻 度の仕 様やク 
ラッチ・ブレーキの 
喧嘩現象に注意が 
必要です。

＃01 
｜ 

＃25

DC24V
□ダイオードの定格電圧 
　・DC24V：100V 以上 
　・AC100V：400V 以上 
　・AC200V：800V 以上
□ダイオードの定格電流 
　・励磁電流以上の仕様

DC45V（AC100V- 半波）

DC90V（AC100V- 全波）

DC90V（AC200V- 半波）

DC180V（AC200V- 全波）

抵抗 
＋ 

コンデンサ

アーマチュア 釈 放 
時 間 は 非 常に速く 
なりま す が、高 耐 
圧 のコンデン サを 
使 用する必 要があ 
り、大型になります。

＃01 
｜ 

＃25

DC24V
コンデンサ C［μF］：接点電流との比が

 
耐圧：600［V］ 
抵抗 R（Ω）：接点電流との比が、 

DC45V（AC100V- 半波）

DC90V（AC100V- 全波）

DC90V（AC200V- 半波）

DC180V（AC200V- 全波）

※一部の無励磁ブレーキでは、サイズによって上記推奨品以外のバリスタが付属となっています。
※上記推奨品のバリスタは日本ケミコン株式会社製で、（　）内は使用可能品です。
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容量 =1［W］1=R［Ω］
E［V］

C［μF］
I［A］

0.5 ～ 1
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サージ電圧と放電素子
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クラッチ・ブレーキ

励磁作動形
クラッチ・ブレーキ

電磁クラッチ・
ブレーキユニット

無励磁作動形
ブレーキ

電磁ツースクラッチ

ブレーキモータ

電源装置

カップリング

ETP ブッシュ

電磁クラッチ・ブレーキ

変・減速機

インバータ

リニアシャフトドライブ

トルクリミッタ

ロスタ

モデル

BES

BEH

BEW

BEW-S

BEW-W

BEW-FH

BEM

BEM-T

■ 図記号について
科学技術の急速な進歩により、新しい記号・図記号が数多く制定されています。下記の図記号は、以前から広く使用されている機器・素子を中心に JIS
ハンドブックと記号・図記号ハンドブックを元に著したものです。IEC 規格又は、一般的と思われるものを【シンボル1】に、以前使っていた記号を【シンボ
ル2】として表記しております。

名称

シンボル

名称

シンボル

シンボル1 
（IEC 又は相当）

シンボル2 
（旧シンボル）

シンボル1 
（IEC 又は相当）

シンボル2 
（旧シンボル）

直流電源 電動機

交流電源 誘導電動機

ヒューズ 発電機

リレー
a 接点 電磁クラッチ

リレー
b 接点 電磁ブレーキ

押しボタンスイッチ
a 接点

クラッチ又は
ブレーキ

押しボタンスイッチ
b 接点 トランス

リミットスイッチ
a 接点 抵抗器

リミットスイッチ
b 接点 可変抵抗

タイマー（限時動作）
a 接点 コンデンサ

タイマー（限時動作）
b 接点 バリスタ

ナイフスイッチ ダイオード

電磁接触器 整流器
（ブリッジ型）

ランプ トランジスタ
（NPN 型）

ブザー トランジスタ
（PNP 型）

接地 フォトカプラ

外箱に接続 コイル

※ 本カタログの中で使用している図記号は、現在において最も一般的と思われるシンボルを使用しております。
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電気回路に使用する記号
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